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お問い合わせ

受講までのステップ

願書受付期間 選考結果通知 受講手続き締切

申込日程

募集要項

3月10日（水）3月3日（水）2027年1月20日（水）～ 2月10日（水）

説明会参加 書類準備 申　込 書類審査 受講手続き 受講準備
 

履修証明
プログラム

会計ファイナンス研究科

千葉商科大学大学院  専門職学位課程

初学者及び有資格者に向けた
リスキリング・リカレント教育

◎5つのポイント

３つのプログラム

初学者及び
有資格者に対応した

オンライン講義 
社会人でも受講しやすい

を得られる
「履修証明書」
履歴書に記載できる

総額190,000円
安価な受講料
受講しやすい

単位認定される
本研究科に入学した際、
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online!

1.申込資格
【修了生区分】
本学大学院会計ファイナンス研究科を修了した者
【一般区分】
次のいずれかに該当し、「学校教育法施行規則第155条の規
定により、大学を卒業した者と同等以上の学力があると認めら
れる者及び2027年3月31日までにこれに該当する見込みの
者」とします。また、外国人留学生は、外国籍の日本在住者で、
本大学院生として「出入国管理及び難民認定法」による在留
資格を取得又は更新できる者とします。

（ア）大学を卒業した者及び2027年3月卒業見込みの者
（イ）独立行政法人大学改革支援・学位授与機構より学士の学

位を授与された者及び2027年3月までに取得見込みの者
（ウ）外国において学校教育における16年の課程を修了した者

及び2027年3月修了見込みの者又はこれに準ずる者で
文部科学大臣の指定した者

（エ）文部科学大臣が指定する専修学校の専門課程を文部科
学大臣が定める日以後に修了した者

（オ）文部科学大臣の指定した者
（カ）本大学院において、個別の資格審査により、大学を卒業し

た者と同等以上の学力があると認めた者で、22歳以上の者

※上記（ウ）について、大学卒業までに16年を要しない国で教育を受け
た大学修了者は、原則として申込は認めません。但し、日本又は外国
の大学、研究機関等に研究生等として1年以上在籍した場合は、これ
をもって不足する学校教育年数を補うものとみなし、申込を許可する

ことがあります（申込前にお問い合わせください）。
※左記（オ）は、大学院の入学に関し大学を卒業した者と同等以上の
学力があると認められる者の指定（昭和28年2月7日文部省告示第
5号）により指定された者をいいます。

2.修了要件
全科目で単位を修得した場合、「履修証明書」が交付されま
す。履修証明プログラム生として取得した単位は、その後、本科
生として入学した際には、大学院の修了に必要な単位として認
められます。

3.受講手続き
書類審査
※ただし、書類の記載内容について確認する必要がある場合は、面接を
実施することがあります。面接を実施する場合は、該当者にのみご連
絡します。

4.受講費用
【検定料（初回登録料）】 10,000円
【受講料】 180,000円

5.その他
受講準備について案内予定（受講前学習等）
※授業が休講になった場合、別日に補講を設定する可能性があります。
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開催日 時間 方法

説明会日程

説明会の
お申し込みは
こちら

2026年12月16日（水） 18：30～19：15

オンライン
2027年　1月　9日（土） 12：00～12：45

※説明会参加が難しい場合は大学院課までお問合せください。



※場合によっては補講期間が発生します。

プログラムのラインナップ

時間割例
（2026年度時間割 参考）

学修時間のイメージ

09：00～
10：451

時間割 月 火 水 木 金 土 日

内部統制
租税法総論
経営戦略論

基礎FP&A
応用FP&A

国際租税Ⅰ・II

10：55～
12：402

法人税法Ⅰ・II
IT監査論
相続税法Ⅰ・II

13：30～
15：153

15：25～
17：104

財務会計論I
社会保険・企業福祉

生命保険
コンサルティング

17：20～
19：055

18：25～
20：15S-2

ファイナンス基礎
消費税法Ⅰ・II
応用ファイナンス

経営学 所得税法Ⅰ・II

20：25～
22：00S-3

証券市場論

企業評価分析
環境会計
基礎経済学
公会計論

履修証明書
交付［22.75時間］

科目1
［22.75時間］

科目2
［22.75時間］

科目3春 春 秋

受講開始前 105分 × 13回105分 × 13回105分 × 13回

授業はすべて
オンライン

リアルタイム配信
で受講できます

&

社会人が学びやすい
平日の夜間、または土日の昼間に受講できます

会計
プログラム

財務会計論Ⅰ
（寺嶋 康二）

春 環境会計
（吉田 寛）

春 公会計論
（吉田 寛）

秋
環境会計

財務会計論Ⅰ
（寺嶋 康二）

春 春 内部統制
（井上 修）

IT監査論
（小池 聖一・パウロ）

秋
IT＆コントロール

プラン 科目1 科目2 科目3

租税法
プログラム

租税法分野の体系的な学び直しと
スキルアップをしたい方へ
租税法総論から各税法に至るまで深く学ぶことで、複雑な租税法を体系的に修得し、
学問及び実務に対応できることを目指します。

租税法総論
（石黒 秀明）

春 所得税法Ⅰ
（出村 仁志）

春 所得税法Ⅱ
（出村 仁志）

秋
所得税法

租税法総論
（石黒 秀明）

春 消費税法Ⅰ
（原 康史）

春 消費税法Ⅱ
（原 康史）

秋
消費税法

租税法総論
（石黒 秀明）

春 国際租税Ⅰ
（青山 慶二）

春 国際租税Ⅱ
（青山 慶二）

秋
国際租税

租税法総論
（石黒 秀明）

春 相続税法Ⅰ
（石黒 秀明）

春 相続税法Ⅱ
（石黒 秀明）

秋
相続税法

租税法総論
（石黒 秀明）

春 法人税法Ⅰ
（出村 仁志）

春 法人税法Ⅱ
（出村 仁志）

秋
法人税法

プラン 科目1 科目2 科目3

経営・
ファイナンス
プログラム

社会保険・企業福祉
（可児 俊信）

春 損害保険
コンサルティング
（竹下 さくら）

夏 生命保険
コンサルティング
（可児 俊信）

秋
金融リテラシー

ファイナンス基礎
（武見 浩充）

春 応用ファイナンス
（武見 浩充）

秋 経営学
（勝部 伸夫）

秋
経営ファイナンス

基礎経済学
（武見 浩充）

春 証券市場論
（大橋 俊安）

春 経営戦略論
（田島 修一）

秋
経営戦略

基礎FP＆A
（石橋 善一郎）

春 応用FP&A
（石橋 善一郎）

企業評価分析
（石橋 善一郎）

秋秋
FP＆A

プラン 科目1 科目2 科目3

4～7月受講時期 10～1月

夏季集中

損害保険
コンサルティング

その他

IT監査や環境会計を基礎から学びたい方へ
財務会計の基礎から「内部統制」「IT監査」など、企業経営の健全性を支える監査の
基本を体系的に学びます。特にIT監査では、リスク管理やCAAT（コンピュータ利
用監査技法）など、テクノロジーを活用した実務スキルを身につけることができ
ます。また、環境会計プランでは、サステナビリティ経営に必要な「環境会計」「公
会計」を学び、組織の社会的責任に対応できる知識を修得します。

経営や経済、財務・金融を学びなおしたい方へ
FP＆A、金融リテラシー、経営・ファイナンス、経済環境・経営戦略の4つの専
門プランで構成されています。経営学・ファイナンス・経済学・証券市場・戦
略論など企業経営と金融分野といった現代の経済・金融環境や企業経営の
課題に即した最新カリキュラムを提供します。実務経験豊富な教員陣によ
る講義を通じ、理論と実践を融合したスキルを身につけることができます。

受講準備

履修証明
プログラムとは プラン 科目1 科目2 科目3

学修モデル

［プログラムの特長］
最新の事例と実践的な知識を体系的に学べるよう、目的・分野ごとに3科
目をパッケージングした履修証明プログラムを提供します。加えて、1年を
通じて1つの分野を段階的に学ぶことができ、初学者から有資格者まで、
学び直しを含むリスキリング・リカレント教育に広く対応しています。

2007年の学校教育法の改正により、大学等における「履修証明制度」が創設されました。
この制度は、社会人の方等を対象とした一定のまとまりのある学習プログラム（履修証明プログ
ラム）を開設し、その修了者に対して法に基づく履修証明書（Certificate）を交付するものです。
この履修証明書は、学びの内容を証明するもので、履歴書等にも記載できます。




